
 

 
 

支払基金統一事例 

【 投薬 】 

 

２７３ 末梢神経障害に対するリマプロスト アルファデクス錠の算定につ

いて 

 

《令和６年８月３０日》 

 

○ 取扱い 

 

末梢神経障害に対するリマプロスト アルファデクス錠（オパルモン錠等）

の算定は、原則として認められない。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

リマプロスト アルファデクス錠（オパルモン錠等）の添付文書の効能・効

果は「閉塞性血栓血管炎に伴う潰瘍、疼痛および冷感などの虚血性諸症状の改

善、後天性の腰部脊柱管狭窄症（ＳＬＲ試験正常で、両側性の間欠跛行を呈す

る患者）に伴う自覚症状（下肢疼痛、下肢しびれ）および歩行能力の改善」で

ある。その作用機序は「本剤は強力な血管拡張作用、血流増加作用および血小

板凝集抑制作用を有する」とあるが、末梢神経障害に対する適応はない。 

以上のことから末梢神経障害に対するリマプロスト アルファデクス錠（オ

パルモン錠等）の算定は、原則として認められないと判断した。 
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